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二
〇
二
二
年
八
月
十
三
日 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
綜
合
テ
レ
ビ 

ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
、
戦
中
（
昭
和
十
八
年
）
に

制
作
さ
れ
た
「
東
山
動
物
園 

猛
獣
画
廊
壁
画
」
（
太
田
三
郎
、
水
谷
清
、
宮
本
三
郎
画
／
現
在
名
古

屋
市
美
術
館
所
蔵
）
の
公
開
（
二
〇
一
八
年
十
一
月
）
と
今
後
の
修
復
・
再
度
公
開
に
つ
い
て
報
じ
ら

れ
た
。―

―
以
下
、
同
美
術
館
の
ホ
ー
ム
ペ
イ
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
、
解
説
文
を
引
用
し
た
。
春
陽

会
の
年
史
へ
の
再
記
録
、
報
道
に
つ
い
て
は
同
美
術
館
の
許
諾
が
必
要
。 

 

 

（
名
古
屋
市
美
術
館 

ホ
ー
ム
ペ
イ
ジ
、
「
壁
画
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
か
ら
） 

「
東
山
動
物
園
猛
獣
画
廊
壁
画
」 

第
二
次
世
界
大
戦
前
、
一
九
四
三
年
発
行
の
『
東
山
動
物
園
要
覧
』
で
は
、
東
山
動

物
園
に
二
百
九
十
一
種
一
千
百
四
十
二
点
の
動
物
が
飼
育
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
戦
時
中
に
軍
の
指
示
で
処
分
さ
れ
た
り
、
食
料
不
足
や
暖
房

不
足
か
ら
動
物
の
数
は
激
減
し
、
終
戦
時
に
は
、
主
だ
っ
た
動
物
と
し
て
は
ゾ
ウ
二
頭
、

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
一
頭
、
マ
ナ
ヅ
ル
、
オ
オ
ヅ
ル
を
は
じ
め
鳥
類
十
二
種
の
み
で
し
た
。 

終
戦
の
翌
年
、
一
九
四
六
年
三
月
十
七
日
に
動
物
園
は
数
少
な
い
動
物
と
と
も
に
再

開
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
動
物
園
に
来
て
も
、
子
ど
も
た
ち
が
ラ
イ
オ
ン
、
ヒ
ョ
ウ
、

カ
バ
と
い
っ
た
動
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
東
山
動
物
園
の
当
時
の
北

王
園
長
は
「
こ
れ
で
は
子
供
た
ち
が
あ
ん
ま
り
可
哀
そ
う
で
す
。
い
ま
の
ま
ま
で
は
子

供
た
ち
は 

三
十
年
か
ら
五
十
年
、
こ
と
動
物
に
関
す
る
限
り
知
識
と
興
味
か
ら
お
く
れ

て
し
ま
い
ま
す
」
と
嘆
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
憂
慮
し
た
地
元
の
中
京
新
聞
社

が
、
一
九
四
八
年
に
提
唱
し
、
猛
獣
画
が
制
作
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
空
い
て

い
た
当
時
の
カ
バ
舎
を
猛
獣
画
廊
と
名
付
け
、
そ
こ
の
壁
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
壁
画

が
計
画
さ
れ
、
「
北
極
・
南
極
」
「
南
方
熱
帯
」
「
ア
フ
リ
カ
」
の
三
作
品
に
分
け
て
描

か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 



昭和 23年（1948年） （太田三郎、水谷清、宮本三郎画）「猛獣壁画」名古屋市、東山動物園 

2 

 

【
上
・
太
田
三
郎
「
北
極
・
南
極
」
、
中
・
水
谷
清
「
南
方
熱
帯
」
、
下
・
宮
本
三
郎
「
ア
フ
リ
カ
」
。 

と
も
に
一
九
四
八
年
作 

油
彩
・
キ
ャ
ン
バ
ス 

一
四
一×

五
四
〇
㎝
】 

 

壁
画
を
描
く
こ
と
に
な
っ
た
の
は
当
代
一
流
の
画
家
三
名
、
一
九
四
八
年
十
月
二
日

の
記
事
で
は
「
光
風
会
の
太
田
三
郎
氏
、
春
陽
会
の
水
谷
清
氏
、
第
二
紀
会
の
宮
本
三

郎
氏
」
と
紹
介
し
て
い
ま
す
。
太
田
三
郎
は
愛
知
県
の
出
身
で
、
中
部
日
本
美
術
協
会

の
委
員
長
と
し
て
活
躍
し
、
水
谷
清
は
岐
阜
県
出
身
で
、
中
部
春
陽
会
の
結
成
に
尽
力

し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
当
時
は
名
古
屋
在
住
で
し
た
。
宮
本
三
郎
は
石
川
県
出
身
で
、

前
年
に
は
第
二
紀
会
結
成
に
参
加
す
る
な
ど
活
躍
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。
記
事
に
は
誰

が
ど
の
絵
を
描
く
か
は
抽
選
で
決
ま
り
、
キ
ャ
ン
ヴ
ァ
ス
と
絵
具
も
新
聞
社
が
手
配
、

そ
し
て
十
月
半
ば
に
は
下
絵
が
完
成
し
、
十
一
月
上
旬
に
完
成
・
お
披
露
目
と
い
う
計

画
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。  

 

そ
の
後
、
動
物
園
で
は
動
物
の
飼
育
数
が
回
復
し
、
猛
獣
画
廊
壁
画
は
役
割
を
終
え

ま
し
た
が
、
正
確
な 

閉
廊
の
日
付
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
壁
画
は
一
時
期
、
名
古
屋

市
中
区
に
あ
っ
た
名
古
屋
観
光
会
館
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
同
会
館
が
閉
館
に
な
る
際
に

廃
棄
の
方
針
と
な
り
ま
し
た
が
、
名
古
屋
市
美
術
館
が
保
管
す
る
こ
と
を
決
め
、
一
九

九
七
年
に
収
蔵
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

戦
後
の
荒
廃
し
た
時
期
に
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
と
制
作
さ
れ
た
本
壁
画
は
、
戦

争
の
も
た
ら
す
悲
惨
さ
、
社
会
と
美
術
の
結
び
つ
き
、
そ
し
て
名
古
屋
の
歴
史
を
伝
え

る
貴
重
な
文
化
遺
産
で
す
。 

 
 

 

【
上
・
壁
画
制
作
の
様
子
／
下
・
壁
画
公
開
の
様
子
。 

提
供
：
名
古
屋
市
東
山
動
植
物
園
】 
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「
制
作
に
あ
た
っ
て
の
画
家
の
言
葉
」 

（
『
中
京
新
聞
』 

一
九
四
八
年
十
月
二
日
付
） 

太
田
三
郎―

―

「
中
京
新
聞
の
こ
の
企
て
は
地
方
文
化
の
自
主
性
樹
立
を
志
し
て
名
古
屋

へ
居
を
移
し
た
私
に
と
っ
て
こ
と
に
意
義
が
深
い
。
今
日
の
こ
の
郷
土
の
荒
涼
と
し
た
生

活
環
境
へ
こ
れ
に
よ
っ
て
何
も
の
か
を
贈
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
限
り
な
い
喜
び
で
あ
る
。

併
せ
て
は
こ
れ
が
芸
術
と
科
学
と
の
醇
化
、
科
学
が
芸
術
の
光
被
に
よ
っ
て
大
衆
の
心
奥

に
浸
透
す
る
効
果
、
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
の
試
金
石
の
一
つ
と
も
な
れ
ば
一

層
の
喜
び
で
あ
る
。
私
の
タ
ラ
ン
〔
才
能
〕
が
果
た
し
て
そ
れ
に
副
い
う
る
か
ど
う
か
は

頗
る
心
許
な
い
が
、
最
善
を
つ
く
し
て
折
角
の
企
図
か
ら
ヴ
ア
リ
ユ
ウ
〔
価
値
〕
を
減
じ

な
い
よ
う
に
努
め
よ
う
。
」  

水
谷 

清―
―

「
動
物
画
廊
は
現
代
の
日
本
で
は
子
供
の
た
め
に
是
非
と
も
緊
急
に
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
だ
と
思
っ
て
引
受
け
た
。
わ
が
国
で
は
じ
め
て
の
試
み
だ
か
ら

引
受
け
て
さ
て
ど
う
と
わ
れ
わ
れ
に
も
見
通
し
は
つ
か
な
い
。
む
し
ろ
時
代
に
逆
行
し
た

パ
ノ
ラ
マ
風
な
画
面
を
ど
う
現
代
に
生
か
す
か…
…

む
づ
か
し
く
考
え
れ
ば
手
が
で
な

い
。
私
と
し
て
は
美
術
的
な
角
度
を
失
わ
な
い
で
南
方
熱
帯
の
雰
囲
気
と
科
学
的
な
猛
獣

ど
も
の
生
態
を
可
愛
い
い
子
供
た
ち
に
楽
し
く
伝
え
る
こ
と
に
重
点
を
お
い
て
仕
事
を

進
め
た
い
と
思
う
。
」 

宮
本
三
郎―

―

「
私
が
こ
ん
ど
委
嘱
さ
れ
て
失
わ
れ
た
動
物
た
ち
の
画
像
を
描
き
あ
げ
る

こ
と
は
甚
だ
愉
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
日
本
の
小
国
民
た
ち
が
将
来
世
界
人
と
し
て
生

き
て
ゆ
く
上
か
ら
も
こ
の
動
物
と
の
接
触
に
深
い
意
義
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
私
ど
も

の
絵
が
、
彼
ら
動
物
の
自
然
な
ま
ま
の
生
態
を
伝
え
る
こ
と
に
役
立
ち
、
そ
の
理
解
へ
の

手
引
き
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
飼
わ
れ
た
動
物
と
野
生
の
動
物
に
は
大
き
な
相
違
が
あ

り
、
そ
の
復
原
に
全
力
を
つ
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
」 

「
２
０
１
８
年
11
月
20
日(

火) 

動
物
園
長
のZ

o
o

コ
ラ
ム
」 

先
日
、
名
古
屋
美
術
館
（
中
区
伏
見
）
開
館
三
十
周
年
を
記
念
し
た
ベ
ス
ト
セ
レ
ク
シ
ョ

ン
展
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
同
展
で
初
公
開
さ
れ
て
い
る
「
東
山
動
物
園
猛
獣
画
廊
壁
画
」

を
見
る
た
め
で
す
。
こ
の
壁
画
は
三
枚
の
油
彩
画
で
、
動
物
が
少
な
く
な
っ
た
戦
後
の
東
山

動
植
物
園
に
数
年
間
だ
け
飾
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
名
古
屋
市
美
術
館
が
所
蔵
し
て
お
り
、

特
別
展
示
で
11
月
25
日
ま
で
公
開
し
て
い
ま
す
。 

実
物
の
壁
画
を
見
る
の
は
今
回
が
は
じ
め
て
で
す
。
作
品
は
「
北
極
・
南
極
」
「
熱
帯
雨

林
」
「
ア
フ
リ
カ
」
と
モ
チ
ー
フ
が
３
つ
に
分
か
れ
て
い
て
、
各
地
域
に
生
息
す
る
動
物
が

細
か
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
作
品
も
、
野
生
動
物
の
生
命
力
や
躍
動
感
が
見
る
側
に
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
縦
1.4
㍍
、
横
5.4
㍍
と
い
う
巨
大
キ
ャ
ン
パ
ス
画
な
ら
で
は
の
迫
力
で
す
。 

作
家
は
そ
れ
ぞ
れ
中
部
を
代
表
す
る
３
人
の
画
家
が
そ
れ
ぞ
れ
を
担
当
し
て
描
き
ま
し

た
。
実
際
に
モ
デ
ル
と
な
る
動
物
が
い
な
い
の
で
、
描
く
の
に
相
当
苦
労
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
想
像
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
本
物
の
動
物
が
見
た
い
と
い
う
子
供
た
ち
の
夢
や
、

再
び
本
物
を
見
て
み
た
い
と
い
う
大
人
の
想
い
を
少
し
で
も
癒
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で

創
作
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

東
山
動
植
物
園
で
公
開
さ
れ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
70
年
前
の
今
月
に
な
り
ま
す
。
秋
の
深

ま
る
頃
で
、
現
在
の
カ
バ
舎
プ
ー
ル
に
映
る
紅
葉
は
当
時
も
同
じ
で
す
が
、
本
物
の
動
物
の

い
る
現
在
は
、
幸
い
動
物
壁
画
を
飾
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
戦
争
の
影
響
に
よ
り
本
物
が

見
ら
れ
な
か
っ
た
時
代
の
歴
史
的
な
事
実
を
改
め
て
認
識
し
、
市
民
の
た
め
に
貴
重
な
美
術

作
品
を
残
さ
れ
た
当
時
の
芸
術
家
の
気
概
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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